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────────────────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────────── 
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欠席議員（なし） 
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事務局出席職員職氏名 
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町長 …………………… 黒木 敏之君   副町長 ………………… 川野 文明君 
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総務課長兼選挙管理委員会事務局長 ……………………………………… 森  弘道君 

政策推進課長 ………… 三嶋 俊宏君   建設管理課長 ………… 惠利 弘一君 

農業委員会事務局長 … 鳥井 和昭君   産業振興課長 ………… 渡部 忠士君 

会計管理者兼会計課長 … 野中 康弘君   町民生活課長 ………… 杉  英樹君 

健康保険課長 ………… 徳永 惠子君   福祉課長 ……………… 河野 辰己君 

税務課長 ……………… 川野 和成君   上下水道課長 ………… 吉田 聖彦君 

教育総務課長 ………… 中里 祐二君   社会教育課長 ………… 稲井 義人君 

──────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（永友 良和）  おはようございます。只今から本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１号 

○議長（永友 良和）  日程第１、議案第１号平成２８年度高鍋町一般会計補正予算（第

６号）を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  質疑の項目が多いですので、少しゆっくり読ませていただきた

いと思います。 
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 歳入分で、地方消費税分担金及び負担金、使用料及び手数料、国庫支出金などの減額が

あるが、その理由は何か。目節ごとの答弁をお願いします。 

 また、歳出分では、民生費、衛生費、農林水産業費、商工費、土木費、消防費、教育費

などで減額されているが、その理由と計画概要に問題はなかったのかお伺いします。 

 次は、増加した部分について、細目でお聞きします。 

 普通交付税の算定については、３月補正とはこれいかにかと考えますがいかがでしょう

か。 

 民生費、国庫、県負担金増については、医療費などはレセプトなどを考えると、確かに

２カ月程度のおくれは生じると理解しますが、過年度分の計算についてはどのようなス

キームとなっているのかお伺いします。 

 特別支援教育関係で、小学校は減額、中学校では増となっているが、その理由について

答弁を求めます。 

 特別給付金の事務費に対して、わずかですが増額されています。これは、按分比例での

支給だったのかお伺いします。 

 教育寄附金については、毎年いただいている方からのものか確認します。 

 繰越金はこれで全てか、財政管理費の宅配料金増は、ふるさと納税関係でしょうか。 

 基金積立がありますが、それぞれの積立額の総計をお聞きします。 

 交通安全対策費功労金について、退職は予定されていなかったのか。自立支援のための

障害費増については、どのような理由があるんでしょうか。 

 児童措置費の委託料計算は、この時点で行うのか、また、人件費など委託される側は待

ったなしと考えますがいかがでしょうか。 

 健康づくりセンターの備品購入に関して、見積もりに誤りが生じたのか、それとも、新

たな提案であるのか。農業振興費で、高品質の茶製造を促すようですが、具体的にはどの

ようなもので、目指す位置はどのあたりになるのでしょうか。 

 環境保全型農業育成支援とはどのようなことで、目指す着地点はどこにあるのでしょう

か。ことしは鳥獣被害が多いとは聞いていないが、防止策をどのような計画とするのか。 

 職業訓練に関して、負担金が増加しているが、訓練校で行っている内容及びその効果は

どうか。 

 ここにきて、土木管理に関して、消耗品費が不足する事態となった理由は何か。河川総

務費の水門操作委託については、財源調整と考えますが、一般財源はこれで補完されるの

か。 

 東児湯消防組合負担金について、その理由は何か。 

 教育費に関して、寄附されたお金の使い道について、ことしは何を整備されるのか。ま

た、ほかの節に関して増加した部分についての詳細説明を求めたいと思います。 

○議長（永友 良和）  政策推進課長。 

○政策推進課長（三嶋 俊宏君）  政策推進課関係の御質疑についてお答えをいたします。 
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 まず、歳入の減額の理由についてでございますが、先日の提案理由の詳細説明の中で申

し上げましたとおり、事業費の確定、実績見込み及び制度改正等に伴う減額でございます。 

 次に、歳出の減額についての理由でございますが、このことにつきましても詳細説明の

中で申し上げましたとおり、事業費の確定、事業実績見込み、経費節減等に伴う減額で、

計画概要等の問題による減額ではございません。 

 次に、普通交付税の３月補正についての御質疑でございますが、普通交付税につきまし

ては、国の補正予算に伴う調整復活分が１月以降に追加交付される場合もございますので、

例年３月補正予算において財源振替等の予算調整を行うものでございます。 

 次に、繰越金についてでございますが、今回の補正で繰越金の全額を予算計上したとこ

ろでございます。 

 次に、財政管理費の宅配便料金についてでございますが、今回、計上しました宅配便料

金は、ふるさと納税の返礼品の送料不足分でございます。重量により送料単価の高いお米

の寄附申し込みが見込みより多かったため、その経費を計上するものでございます。 

 次に、基金積立金の総計についてでございますが、今回、計上いたしました積立金によ

り平成２８年度末現在の基金残高見込みにつきましては、財政調整基金が１５億７,３８４万

８,０００円、公共施設等整備基金が９億５,７８１万１,０００円、公共施設等整備基金

の施設協力金が４７５万１,０００円、ふるさとづくり基金、永久町民の分ですが、これ

が１,３０３万２,０００円、ふるさとづくり基金、ふるさと納税の分でございます。１億

９,２９７万２,０００円になる見込みでございます。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  福祉課長。 

○福祉課長（河野 辰己君）  福祉課関係部分の質疑４点についてお答えをいたします。 

 まず、民生費国庫・県負担金の過年度分の計算のスキームについてでございますが、今

年度分の利用見込みに応じた金額を受け入れまして、翌年度に実際の実績との差額を精算

するものでございます。 

 次に、特別給付金等支給事務市町村交付金についてでございますが、この交付金につき

ましては、戦没者等の妻に対する給付金でありまして、均等割と件数割により交付される

ものでございます。 

 続きまして、自立支援医療給付事業の増額の理由についてでございますが、生活保護受

給者３人の方の心臓手術によるものでございます。 

 次に、児童措置の委託料計算についてでございますが、例年この時期に実績に応じた積

算を行いまして、委託料を増額、もしくは減額するものでございます。また、委託料の増

減による委託先の人件費への影響は生じておりません。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  健康づくりセンターの備品購入に関してでございますが、
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健康づくりセンターの中に設置してございますジェットタオルが経年劣化しておりますの

で、新たに購入し、交換するものでございます。 

○議長（永友 良和）  教育総務課長。 

○教育総務課長（中里 祐二君）  教育総務課関係についてお答えをいたします。 

 まず、特別支援教育就学補助金についてでございますが、当初予算につきましては、前

年の１２月の時点で見込みの人数等を算出いたします。その後、就学支援委員会等での判

定で、その対象となる児童生徒の増減が出てきたことから、小学校では見込み人数の減、

中学校では増となったことによるものでございます。 

 次に、教育寄附金の小中学校寄附金についてでございますが、お見込みのとおり、毎年

いただいている方からの寄附で、今年度２回目になるものでございます。 

 次に、教育寄附金の使い道についてでございますが、寄附者の意向で小中学校４校に対

して図書を購入してほしいとのお話がありましたために、均等に２５万円分の図書を購入

するものでございます。 

 次に、その他の歳出で増額しているものについてでございますが、積立金は国際交流基

金の利子分を積み立てるもの、小中学校費の学校管理費は東小学校の電気料金及び上下水

道料が不足する見込みであることから増額するもの、それから、消防設備点検により判明

しました屋内消火栓、自動火災報知機の修繕を行うもの、東中学校では隣接している住宅

からの要望で樹木伐採のための手数料を、それから、給食センター費では配送車用のレー

ル修繕料を計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（森  弘道君）  交通安全功労金についてでございますが、交通指導員に対す

る功労金でございますけども、予定された退職ではございません。 

 次、東児湯消防組合の負担金でございますけども、特別交付税の確定後に基準財政需要

額をもとに再計算した結果、当初予算額よりも増額となったことによるものでございます。 

○議長（永友 良和）  産業振興課長。 

○産業振興課長（渡部 忠士君）  お答えいたします。 

 お尋ねのございました高品質茶生産技術確立支援事業補助金でございますけれども、こ

ちらにつきましては、クワシロカイガラムシを駆除する薬剤に対する一部補助となってお

ります。クワシロカイガラムシは、茶樹の枝に寄生する害虫で、多発すると茶の芽の伸び

が悪くなるだけではなく、枝や株が枯死する被害が発生します。枯れた葉が混入すること

により茶の品質が落ちるため、駆除を行うことにより高品質な茶製造が実現できるという

ものでございます。 

 続きまして、環境保全型農業育成支援事業補助金でございますけれども、生分解性マル

チを購入する農業者に対しまして、購入費の一部を補助している事業でございます。生分

解性マルチは、土壌中の微生物等により完全に分解され土にかえりますので、この普及に
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より廃棄資材とその処理が減りまして、環境にやさしい農業につながるというものでござ

います。 

 続きまして、今年度の鳥獣被害がどのような対策であったかというお尋ねでございます

けれども、今年度は、過去から直近の農作物の被害報告の分析に基づきまして、イノシシ

等の生態を把握しながら、有害鳥獣対策駆除班におきまして、各種わなを適切な場所に仕

掛けることで、前年度以上に有害鳥獣の駆除を行い、農作物の被害を軽減できたものとい

うふうに考えております。 

 続きまして、職業訓練につきましてのお尋ねでございます。職業訓練校負担金について

でございますけれども、その負担金につきましては、平成２６年度以降、当初予算で措置

をいたしませんで、受講者数の確定を受けまして３月補正で予算措置しているものでござ

いますので、今回、計上させていただきましたものでございます。 

 次に、訓練校で行っております内容についてでございますけれども、主に、ワープロや

表計算など、パソコンに関するものや簿記に関するものなどを開講しているとこのことで

ございます。 

 次に、その効果はとのことでございますけれども、ワープロや表計算の検定で、ほとん

どの受講生の方が就職に有利とされます２級以上の資格を取得されまして、おおむね

８０％の方が県内を中心に就職しているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  建設管理課長。 

○建設管理課長（惠利 弘一君）  土木管理に関して消耗品が不足する事態となったという

御質疑でございますが、土木管理費の消耗品につきましては、９月の台風１６号の大雨時

に交通規制等の看板等が不足した経緯がございましたので、本年度中に必要な看板等を購

入するため、補正予算を計上させていただいたところでございます。 

 次に、河川総務費の水門操作委託についてでございますが、水門操作委託につきまして

は、財源調整ではなく操作実績による委託料の増額を計上しております。ただし、起債額

については、急傾斜地対策事業債の限度額の増額に伴う額が予算科目上で目で集計され、

計上されたものでございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。（発言する者

あり） 

 しばらく休憩します。 

午前10時17分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時18分再開 

○議長（永友 良和）  再開いたします。 

 政策推進課長。 

○政策推進課長（三嶋 俊宏君）  ただいまの建設管理課長が答弁いたしましたけど、これ
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は財源調整ではございませんで、一般財源等は、この分は関係ございません。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑は。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  まず今のところから。一般財源から調整ではないということで

すので、私の勘違いだと思います。それは申しわけなく思いますが、私がこれで補完され

るのかということを言ったのは、実績に応じた形で配分されているということ、先ほど答

弁があったと思うんです。ということは、それを全額、例えば、建設業協会に委託をした

りとか、実際、職員が行って水門操作をしたりとかいうことがあるわけですよね。委託を

したときに一般財源から上乗せをして払っている分というのもあるんじゃないかなという

ふうに思うんです。だから、これが一般財源はこれで補完されるのかということは、県が

いただいたもので一般財源補完できるのかと、結局、それは一般財源から出さなくていい

のかという意味なんです。だから、補完されるのかっていうのは、一般財源から出さなく

ていいのかということを聞いているわけです。もし、一般財源から出すのであれば、やは

り、そこのところはある部分が補完されていなければ、それは一般財源から出すわけでし

ょ。例えば、建設業協会とか国の水門とか、国権の水門の取り扱いの操作については金額

が違いますでしょ。その金額が違うものに対して、建設業協会などに委託をするときには

同じ金額で委託をするわけですから、当然、ここには差が生じてくるわけです。そこのこ

とを考えたときに、一般財源を補完されるのかということは、一般財源は出さなくていい

のかという意味ですので、基本的にはそこをきちんと答えていただかないと、やはり、そ

こは答弁にはならないと、これは１問目の質疑と一緒なんです。やはり、ここをしっかり

と頭に置いていただいて答弁をしていただかないと、ここのところが抜けてくるわけです。

高鍋町は、では、水門操作について国権の水門がある部分について、それは全て国と県か

ら出されるものであって、高鍋町から１円も出していないということであれば、私は補完

するという言葉は使っていないんです。今までの議員生活の中で、それはそういうふうに

なっていないというふうに聞いておりますので、そこがどうなのかということをしっかり

と答えていただかないとここはだめだということなんです。 

 それから、先ほど答弁の中になかったんですが、使用料及び手数料に関しては、ごみの

部分だけなんです。だから、そこの部分に関して答弁を求めたいと思います。 

 それから、一括して政策推進課長が補正予算の説明資料、提案理由の説明をされたとき

と同じ説明をされたんです。それでは総括質疑をする意味がない。今回の補正予算は、し

っかりと、この場で採決していくんです。そういうことから言えば、委員会の審査を行わ

ないという状況の中から、例えば、私が歳出部分では民生費、衛生費、農林水産業費、商

工費、土木費、消防費と、消防費などは細かく聞いておりましたので、それに対しては答

弁がありました。だから、ほかのものについては答弁がなかったんです。例えば、合併浄

化槽の設置補助についても、私この後また言いますけれども、合併浄化槽の設置補助につ

いても答弁がありませんでした。だから２回目ができないじゃないですか。そういう答弁
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をしっかりとしていただかないと、この補正予算案を川南と同じように常任委員会に付託

して、では３日間ぐらい付託してやりますか。それぐらいしないと、私たちには予算の概

要がわからないわけです。そこをしっかりとしないといけないということは、私は申し上

げたはずなんですが。そこのところを再度、きちんと答えていただきたいと思います。 

 だから、２回目でする予定だったものが３回目になる可能性がありますが、まず、答弁

を聞いてからじゃないとそこのところは、私はちょっと質疑ができないんです。私に質疑

をさせないためにそこを言わなかったのかと、意図的に言わなかったのかと、答弁しなか

ったのかというふうにとられかねませんよ。 

 それでは、これには答えていただいたので質疑をしますが、ほかのことについてもちゃ

んと答弁してください。高品質の茶製造で答弁があったんです。消費者は安全な食品を希

望しています。これは、多分、農薬も問題ないというふうに思うんですが、何かほかにい

い方法はないのか、そして、やはり、その方法に対してどういう施策を検討してきたのか

ということ、これは聞きたいと思います。 

 ほかの合併浄化槽の問題については３回目でしたいと思いますので、今、答弁がなかっ

たものについて、詳細に答弁をしていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（永友 良和）  しばらく休憩します。 

午前10時25分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時28分再開 

○議長（永友 良和）  再開いたします。 

 先に建設管理課長。 

○建設管理課長（惠利 弘一君）  先ほどの河川総務費の水門操作委託の件でございますが、

補正予算書の５８、５９ページの件でございますが、予算書のとおり３８万４,０００円

の補正をしているところでございます。財源のところで国庫支出金が３０万２,０００円

となっておりますので、８万２,０００円の一般財源が発生しております。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  産業振興課長。 

○産業振興課長（渡部 忠士君）  お尋ねの安全の食品を希望されている消費者のニーズが

あるということでのお尋ねでございますけれども、確かに、安全性につきましては、規定

の試験をクリアして登録されております薬剤でございますので、人体に対する影響はない

というふうに考えております。 

 ほかの方法はないのかというお尋ねございましたけれども、確かにおっしゃいますとお

り、薬剤防除だけではなく、最近では特殊なスプリンクラーでの防除とか害虫吸引防除型

の機械等があるということでございます。ただ、その設備につきまして極めて高額である

ということで、薬剤防除、農薬の散布が一般的には普及しているというのが現状でござい

ます。 



- 40 - 

 以上です。 

○議長（永友 良和）  上下水道課長。 

○上下水道課長（吉田 聖彦君）  合併処理浄化槽設置補助の減額につきましては、以前は

予定基数の６０基に対しまして、７月に受け付けが全て終了するという状況でございまし

たが、ここ数年の申請は５０基前後で推移している状況でございます。 

 計画概要につきましては、問題ないものと考えております。 

○議長（永友 良和）  町民生活課長。 

○町民生活課長（杉  英樹君）  歳入のほうの使用料及び手数料の関係になりますけども、

ごみ処理手数料につきましては、平成２９年４月１日から消費税率が引き上げられる予定

でありましたので、ごみ袋等の事前購入を見込まれ、その分で計上しておりました。増税

のほうが先送りをされましたので、現状にあわせて減額するものでございます。 

 続きまして、歳出のほうになりますけど、上下水道課長のほうで説明しましたところと

同じ項目ですが、環境衛生費のほうの負担金補助及び交付金につきましては、こちらのほ

うは、西都児湯環境整備組合の斎場のほうの関係で負担金を出しておりますが、その分の

旧火葬場の解体工事に伴って、額の確定による減額でございます。 

 続きまして、５０、５１ページのほうになりますじんかい処理費のほうの減につきまし

ては、ごみ袋代の製造費の入札の残という分の減額と、ごみ袋販売委託をしておりますの

で、当然、先ほどの歳入にありましたように、駆け込み需要というようなことを見込んで

おりました部分に関する分の手数料の減額でございます。 

 それと、負担金補助及び交付金につきましての西都児湯環境整備事務組合につきまして

は、エコクリーンプラザの売電料等の収入が増額されましたので、各市町村の負担金が減

額されたことによる負担金の減額でございます。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  それでは、合併浄化槽の設置関係で、いまだにくみ取り式であ

ったりとか、単独浄化槽などが存在しております。台所などの水が流れることにより、河

川浄化に支障を来す状況が存在していると考えますけれども、確かに、超高齢化社会とな

り、家の改修等へ費用負担ができないとお考えの方もあるとは考えますが、くみ取り式、

単独浄化槽家庭への啓発活動を行い、できるだけ河川の負荷を避けるべきだと考えますが、

啓発活動は行ってきたのか、河川の負荷を避けるべきだと考える私の考えについて、もし

所見があればお伺いしたいと思います。 

 それから、先ほど答弁がありました。確かに、高品質の茶製造の部分では、特殊なスプ

リンクラーとかいろんな設置があるそうです。これは、お茶の農家から私も直接聞いて来

ました。しかし、これを設置するとなるとすごい金額が張ってくると、とても設置できる

状況ではないということをお聞きしました。しかし、私は、消費者の立場から言えば、こ

れからグローバル的関知から考えたとき、今、フランス、ヨーロッパ周辺では、お茶に対
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する見方が相当変わってきているんです。これから考えたときに、やはり、日本の農産物

については農薬を使っていないということ、それが売りになってくるということが、農林

水産省の中でも明らかになってきています。やはり、これから農業の生産物をしっかりと

外国に輸出するという観点を考えたときには、それらのものに対しても補助を、これは国

も県も考えていくべきだと私は考えるんです。だから、私は別の方向で、共産党で毎年行

っておりますそういうものに対しても、これは農林水産省に対して要望していきたいと思

いますが、県のほうと協議して、スプリンクラーとかそういう方法があるのであれば、で

きるだけ農家の方も農薬を使わないほうが、ずっと体に対しては負荷がかからないという

状況があると思うんです。そういうことを考えたときに、私は、やはり、もっと前を向い

て、１０年、２０年先を見越して、しっかりとした予算を確保していく、そういうことも

必要じゃないかなと思ったから、ここは質疑を行ったんです。しかし、今回の問題で、こ

れは要望です。先ほどの高品質の茶製造の問題では、これは要望ではありますけれども、

これらについてどういうふうなお考えを持っていらっしゃるのか、そのことについて答弁

をお願いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  しばらく休憩します。 

午前10時34分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時35分再開 

○議長（永友 良和）  再開いたします。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（吉田 聖彦君）  合併処理浄化槽の啓発についてでございますが、公共揚

水機の保全のためお知らせたかなべ等で、公共下水道への接続や合併処理浄化槽への転換

のお願いをしているところでございますが、ここ数年の合併処理浄化槽の設置の申請が減

っていることから、さらなる啓発を行ってまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（永友 良和）  産業振興課長。 

○産業振興課長（渡部 忠士君）  先ほど議員のおっしゃられたましたニーズのほう、特に

輸出を見据えてということがございました。特にＥＵのほうの残留農薬などの規制が厳し

いということも承知しているところでございます。 

 将来に向けましては、確かにおっしゃるような高鍋茶を町外、県外に広く売っていくと

いうセールスポイントとしての無農薬、もしくは減農薬というのは大きなセールスポイン

トになろうかとは考えております。また、これにつきましては、県とそのような何らかの

補助事業等ないか、また、そういう組み立てができないかということを考えていきたいと

いうふうに思います。 

 以上です。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。５番、津曲牧子議員。 

○５番（津曲 牧子君）  補正予算書３３ページ、総務管理費の企画費のたかなべ未来づく
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り事業補助金の減額について伺います。 

 この事業は名称のとおり、高鍋町の未来につながる事業として補助金を交付することで、

町民の活動支援になると思いますが、その減額の理由、また、その経緯を伺います。 

○議長（永友 良和）  政策推進課長。 

○政策推進課長（三嶋 俊宏君）  たかなべ未来づくり事業についての減額についてのお尋

ねですけど、この事業は、只今、議員が申されたとおり、高鍋の未来につながる町民みず

からが企画提案した公共、公益性の高い事業に対して補助金を交付して、提案者による事

業実施を支援するものでございます。 

 ２８年度は、当初４事業の予算を計上しておりました。１事業に上限５０万円という補

助を出すようにしているわけでございますが、この事業に対して３事業の応募がありまし

て、この事業を採択するに当たっては、民間の方からなる検討委員会を設けて、その方た

ちの審査を受けて採択するものでございますが、３事業のうち２事業が採択されたという

ことでありまして、２事業分、残りの執行残の分を減額するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。１７番、青木善明議員。 

○１７番（青木 善明君）  ３３ページの総務管理費の負担金補助及び交付金の中に、企業

立地奨励補助金３９０万円というのが計上してありますが、詳細をお尋ねいたします。 

 それから、社会福祉費、３９ページ、負担金補助及び交付金の臨時福祉給付金１,２０６万

円の減額、年金生活者と支援臨時福祉給付金１,０２０万円の減額、これは国の制度だと

思いますが、この減額に至った経緯、結果をお尋ねいたします。 

 それから、４５ページ、児童措置費の中の償還金利子及び割引料の中の国庫負担金返還

金３,７２７万７,０００円、県負担金返還金１,８６３万９,０００円、合計５,５９１万

６,０００円、多額の返還金が生じた経緯、以上３点、お尋ねいたします。 

○議長（永友 良和）  政策推進課長。 

○政策推進課長（三嶋 俊宏君）  政策推進課関係の企業立地奨励補助金の件でございます

けど、この補助金は、企業立地奨励条例に基づいて指定しております企業の工場賃借料に

対する補助金でございます。この企業は、町内の空き工場を月６５万円で借りていらっし

ゃいますので、平成２８年４月から２９年３月の１年分の半額なんですけど、半額の

３９０万円を工場等賃借料補助金として予算計上したものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  福祉課長。 

○福祉課長（河野 辰己君）  まず、今年度につきましては、２つの給付金が支給をされた

ところでございます。臨時福祉給付金と低所得の障害・遺族年金基礎年金受給者向けの給

付金の２つの給付金を支給したところでございます。 

 まず、臨時福祉給付金についてでございますが、この給付金につきましては町民税非課

税世帯の対象者４,８００人に対しまして３,７００人、支給率が７７.１％の支給を行っ
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たところでございます。金額が昨年度と比較しますと６,０００円から３,０００円に減額

されたこともありまして、２％程度の支給率が低下をしたところでございます。 

 もう一方の障害・遺族年金等の給付金につきましては、対象者が１５０名に対しまして

１４０人、支給率が９３.３％となったところでございます。それによりまして減額をし

たところでございます。 

 続きまして、児童措置費の国庫負担金と県負担金の返還金の内容についてでございます

が、議員、御承知のとおり、平成２７年度に子ども・子育て支援新制度という大きな制度

改革がございました。これがありました関係で、町内の私立保育園、あるいは認定こども

園が、当初さまざまなメニューの中から選択をしまして、当初やる予定でおったんですけ

ど、なかなか最初の新制度が始まったこともありまして、入所処遇特別加算、あるいは第

三者評価加算、それに小学校接続加算といった加算メニューが、取り組みができなかった

ことが原因としまして、こうした大きな返還金が生じたところでございます。制度改正に

よって、多少、混乱が生じた部分があったというふうに聞いております。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  次に、原案に賛成者の発言を許します。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  議案第１号平成２８年度高鍋町一般会計補正予算（第６号）に

賛成の立場で討論を行います。 

 国は、地方自治体への負担を強化しながら借金を重ねています。しかし、高鍋町では時

間をかけて公債費を減らしながら基金を積み立て、ようやく一定の仕事のめどがついてき

たと思います。 

 国の一般財源化からこっち、いろんな分野で鋭意努力されたことに感謝するとともに、

今回の補正予算では住民要望を取り入れながら、財源の構成及び調整などをしっかりと行

い、近隣町などのお話を聞く限り、非常に優秀な職員育成もできていると思います。例え

ば、環境に配慮したマルチに分解される商品を利用、農家の方も負担が大きいのですが、

支援をしながらお互いに環境を考える農業の構築などは評価できます。しかし、その一方

で、農薬を使わなければ対峙できない虫をどうしたらいいのか、いろんな分野のお話を聞

いて、消費者に安全で安心して食べて飲んでいただける農業にも一歩踏み込む農業を目指

していただくことを希望して、賛成の討論といたします。 

○議長（永友 良和）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（永友 良和）  これで討論を終わります。 

 これから、議案第１号を起立によって採決します。本件は原案のとおり決定することに

賛成議員は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（永友 良和）  起立全員であります。したがって、議案第１号平成２８年度高鍋町

一般会計補正予算（第６号）は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第２号 

○議長（永友 良和）  日程第２、議案第２号平成２８年度高鍋町国民健康保険特別会計補

正予算（第５号）を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  提案理由の説明で、レセプトに対して単価引き下げがあったよ

うなんですが、その理由は何か聞いておられるんでしょうか。 

 療養給付費について、どのような疾病件数があり、高額を要する疾病及び県内で１人当

たりの療養費負担については、どのくらいの位置にあるのかお伺いします。 

 準備基金積み立てがありますが、これにより総額は幾らになるのか。また、１２分の

３カ月を上限としているが、それについてはどうなのか。特定健診の受診率はどこまでと

なったか、データがあれば示していただきたい。 

 収納率はどのくらいとなっているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  お答えさせていただきます。 

 診療報酬明細書、いわゆるレセプトでございますが、今回の単価引き下げは、平成

２８年度から宮崎市がレセプト点検共同事業に参加をすることとなりました。そのため、

点検システムの導入や人件費等の見直しが行われ、全体的にコストが下がったため、分担

金の単価が引き下げとなったということでございます。 

 次に、高額な費用を要した疾病でございますが、平成２８年１２月診療分までの状況を

申し上げますと、循環器系の疾患でございまして、１レセプト当たりの費用額が約

７００万円となったところでございます。 

 １人当たりの医療費でございますが、平成２８年９月診療分までの状況でございますが、

前年度同月比９.１６％増の２１万８,４９２円、県内順位で１６位となっております。 

 次に、準備基金についてでございますが、今回の補正により４億５,５０２万９,２９９円

となります。高鍋町国民健康保険準備積立基金条例に定めます前年度に要した保険給付費

の合計額の１２分の３の額は４億５,５５６万７,５６０円となりますので、ほぼ上限とな

ります。 

 次に、特定健診の受診率についてでございますが、平成２９年２月末時点での速報値と

なりますが、前年度同月比１.８％増の３０.７％となったところでございます。 
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 以上です。 

○議長（永友 良和）  税務課長。 

○税務課長（川野 和成君）  収納率につきまして直近のデータで申し上げますと、現年課

税分が９１.９４％でございます。前年同時期は現年課税分の９０.６１％でございました

ので、１.３３％増が現在の状況でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。５番、津曲牧子議員。 

○５番（津曲 牧子君）  １５ページの共同事業拠出金の高額医療費拠出金の増額分の積算

の根拠を伺います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  高額医療費拠出金でございますが、こちらは１件８０万

円以上の高額なレセプトにつきまして、国県負担金及び市町村拠出金で支援をし合い、負

担の平準化を図るものでございます。 

 １２月補正におきまして高額療養費の増額をさせていただきましたが、これに伴い高額

医療費拠出金も増額となる見込みでございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  次に、原案に賛成者の発言を許します。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  議案第２号平成２８年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算

（第５号）に賛成の立場で討論を行います。 

 レセプトの単価引き下げは、本来ならもっと早くできたのではないかと思います。しか

し、保健師を配置し、家庭の中まで踏み込んでその生活環境を知ることにより、より深い

アドバイスができているのではないかと期待しています。 

 準備基金積立及び繰越金が大きいが、これも高額な医療費を補完するものであることは

理解したいですが、さまざまな努力を積み重ね、元気で病院を余り利用されない保険者に

とって、何か感謝できる手だて及び方法はないのかと考えます。６０歳を過ぎると病気に

なるのは当たり前と覚悟しておられると考えます。 

 今、医業技術新薬開発により、がんなども怖くない領域にまで来ているのではないかと

思いますが、元気なときに受ける検査であればいいのですが、病気になって検査を受ける

ことは、体に大変な負担を与えると考えます。特定健診などで私のようにメタボと診断さ

れた方々は、ぜひ、いろんな検査をあわせて受けることができるよう働きかけていただく

こと、また、基金や繰越金を利用して高額な保険税とならないよう要望して、討論といた

します。 
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○議長（永友 良和）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで討論を終わります。 

 これから議案第２号を起立によって採決します。本件は原案のとおり決定することに賛

成議員は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（永友 良和）  起立全員であります。したがって、議案第２号平成２８年度高鍋町

国民健康保険特別会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第３号 

○議長（永友 良和）  日程第３、議案第３号平成２８年度高鍋町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  被保険者が多くなって保険料負担があるようなんですが、一方

では広域連合からの雑入がありますが、これは相殺しての事務手続きはできないのかお伺

いします。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  お答えさせていただきます。 

 予算は歳入歳出を相殺しないという総計予算主義の原則がございますので、宮崎県後期

高齢者医療広域連合からの雑入は歳入に、保険料負担金等後期高齢者医療広域連合への納

付金は歳出に計上させていただきました。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  次に、原案に賛成者の発言を許します。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  議案第３号平成２８年度高鍋町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）について、賛成の立場で討論を行います。 

 平成３０年度から国民健康保険税についても県の広域連合となりますが、後期高齢者医

療保険では、疾病の状況、特定健診など、県で行うべき問題を自治体へ押しつけている感

があります。議会では、広域連合のため、ただ単に出し入れについて協議し、その概要も

全てが自治体独自で行っている国保とは違いがあります。国でも県でも大きな枠組みにな

ると、どうしても大ざっぱになる可能性を秘めています。見える医療制度でありたいと総

括質疑などで把握できるよう頑張っていても、見える医療制度でありたいと何となく遠く
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に感じるのは私だけではないと考えております。それでも、高鍋町では温泉券などを利用

し、お年寄りが元気で長生きできる施策をつくりながら、健康増進に取り組んでいること

を評価して、賛成といたします。 

○議長（永友 良和）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで討論を終わります。 

 これから、議案第３号を起立によって採決します。本件は原案のとおり決定することに

賛成議員は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（永友 良和）  起立全員であります。したがって、議案第３号平成２８年度高鍋町

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は原案のとおり可決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第４号 

○議長（永友 良和）  日程第４、議案第４号平成２８年度高鍋町下水道事業特別会計補正

予算（第４号）を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  委託料など減額された理由及び整備方針の変更などはなかった

のか、また、社会資本整備事業、国庫補助減額とあわせての答弁を求めたいと思います。

また、ストックマネジメント等、提案理由の説明でありましたが、具体的にはどのような

内容であるのか答弁を求めます。 

○議長（永友 良和）  上下水道課長。 

○上下水道課長（吉田 聖彦君）  委託料の減額の理由についてでございますが、都市計画

図書作成につきましては、最近の下水道施設の老朽化による陥没事故等を受けまして、ど

こにどのような下水道施設があり、どのように維持管理をしていくかということを策定し

ますストックマネジメント計画を予定しておりますので、見合わせたところでございます。 

 下水道事業団委託につきましては、国費が要望額の約６割しかつかなかったためでござ

います。ちなみに、宮崎県全体の国費も要望額の６割に満たなかったと聞いております。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  ストックマネジメントと説明された、先ほども答弁の中であっ

たんですけど、具体的にはどんな内容なのかということ、その英語で読んだだけでいいの。 

○議長（永友 良和）  上下水道課長。 

○上下水道課長（吉田 聖彦君）  先ほど申しましたが、老朽化による陥没事故等を受けま

して、下水道施設がどこにあるかというのを把握して、今後の維持管理を定めなさいとい

うことが出ましたんで、それを策定することをストックマネジメントということになりま

す。 
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○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  次に、原案に賛成者の発言を許します。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  議案第４号平成２８年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算

（第４号）に、賛成の立場で討論を行います。 

 平成８年の供用開始から早いもので２０年を経過し、施設を及び機材も耐用年数を超過

したものが数多くあることは、これまでの審査の中で明らかになっています。河川の汚濁

対策として、下水道計画は進んできました。ところが、国の財政が逼迫し、社会資本整備

など予算配分がおもわしくないこと、長寿命化でも予算が配分されないなど、町の持ち出

し費用負担は増加しています。 

 国に対し、できるだけ予算配分していただけるよう、要項などの変更を要望して、賛成

といたします。 

○議長（永友 良和）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで討論を終わります。 

 これから、議案第４号を起立によって採決します。本件は原案のとおり決定することに

賛成議員は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（永友 良和）  起立全員であります。したがって、議案第４号平成２８年度高鍋町

下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第５号 

○議長（永友 良和）  日程第５、議案第５号平成２８年度高鍋町介護保険特別会計補正予

算（第４号）を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  ノルディックウオーキング教室委託についての単価計算はどの

ように行い、現在の教室人数及びその効果についての検証はどうなっているのかお伺いし

ます。 

 日常生活圏域ニーズ調査については、どのような結果で、どこまでの調査を行ってきた

のかお伺いします。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  まず、ノルディックウオーキング教室についてでござい
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ますが、この教室は公認指導員の資格を持つ指導者により実施をしております。実施の時

間、またはＡＥＤ等の救急用品を事業者負担としていることと等を考慮し、単価設定を行

っているところでございます。 

 教室の参加人数についてでございますが、４月から２月までの平均で、一月当たり延べ

１４３人でございました。 

 次に、効果についてでございますが、事業者に毎月実績報告書を提出させており、その

中で参加者から身体機能の改善や生活の質の向上につながったという感想をいただいてお

ります。このことから、生活機能の維持・向上や活動的で生きがいのある生活を送るため

の支援を行うという介護予防事業本来の目的達成に向けた効果があると考えています。 

 次に、介護予防日常生活圏域ニーズ調査についてでございますが、国から示されました

運動機能や口腔機能、認知機能などの低下傾向や社会参加の状況等を把握するための項目

に加え、地域包括ケアシステムの構築に向けた資料とするための町独自の項目を加え、調

査を実施しております。また、２月までの回収状況は６３.３％でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。１７番、青木善明議員。 

○１７番（青木 善明君）  歳出の１１ページですけれども、総務管理費の一般管理費の中

の需要費の中の印刷製本費なんですけれども、提案時に総合事業のパンフレットを作成し

たいということでございますが、内容をもう少し詳しくお尋ねしたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  平成２９年４月から現在の要支援１、２の方の訪問介護

と通所介護が地域支援事業に移行をいたしまして、訪問型サービス、また通所型サービス

などとなります。このほか、制度改正が若干ありますことから、町民の方への周知のため

にＡ３サイズ２つ折りの両面カラーの全戸配付のパンフレットの印刷を考えているところ

です。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  次に、原案に賛成者の発言を許します。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  議案第５号平成２８年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第

４号）について、賛成の立場で討論を行います。 

 まず、介護保険でお願いしたいのは、超高齢化社会において隣近所での見守りにも限界

があります。また、包括支援センターの役割は非常に重要な部分です。日常生活に関して

あらゆる場面の想定も行い、もし、災害などがあった場合、避難訓練にも包括支援セン
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ター職員も一緒になって何が必要か、避難場所に行けない場合、施設などに一時的に保護

していただけるかなど、日常から全家庭の状況を細かくチェックできる構築をしていただ

きたいと考えます。 

 先ほどノルディックウオーキングに対しての支援がありましたが、自治体の中の公民館

などでもいきいき健康体操などを行っているところもございます。これに対しても何らか

の助成制度を考えていただくようお願いをして、賛成といたします。 

○議長（永友 良和）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで討論を終わります。 

 これから議案第５号を起立によって採決します。本件は原案のとおり決定することに賛

成議員は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（永友 良和）  起立全員であります。したがって、議案第５号平成２８年度高鍋町

介護保険特別会計補正予算（第４号）は原案のとおり可決されました。 

 ここでしばらく休憩いたします。１１時１５分より再開いたします。 

午前11時04分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時15分再開 

○議長（永友 良和）  再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第６号 

日程第７．議案第７号 

日程第８．議案第８号 

日程第９．議案第９号 

日程第１０．議案第１０号 

日程第１１．議案第１１号 

日程第１２．議案第１２号 

日程第１３．議案第１３号 

日程第１４．議案第１４号 

日程第１５．議案第１５号 

日程第１６．議案第１６号 

日程第１７．議案第１７号 

日程第１８．議案第１８号 

日程第１９．議案第１９号 

日程第２０．議案第２０号 

日程第２１．議案第２１号 
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日程第２２．議案第２２号 

日程第２３．議案第２３号 

日程第２４．議案第２４号 

日程第２５．議案第２５号 

○議長（永友 良和）  次に、日程第６、議案第６号町道路線の認定についてから、日程第

２５、議案第２５号平成２９年度高鍋町水道事業会計予算まで、以上２０件を一括議題と

し、１議案ごとに総括質疑を行います。 

 まず、議案第６号町道路線の認定について質疑を行います。質疑はありませんか。

１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  現在、国と県についてはこれ以上の国道とか県道の道路認定を

行わない方向性があるんですが、高鍋町ではどのような方針をもって臨んでいるのか、ま

た、町道を認定するということは、整備をする方針をもって臨むと私は考えるんですが、

私道などについて整備をした後に町道と認定するのか、整備をしないまま町道と認定する

のか、そこのところをお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  建設管理課長。 

○建設管理課長（惠利 弘一君）  町道認定については、町が新設道路を計画する場合や法

定外道路で利用度の高い箇所の整備を行う路線について町道認定を行っているところでご

ざいます。 

 また、私道などを町道に認定することについては、幅員や舗装構成など、独自の基準を

設けておりますので、その基準をクリアした上で町道として管理したほうがいいかどうか

を検討した後、個人の、いわゆる私道の私有地の道路敷の寄附を受け、認定を行うように

しております。したがいまして、一定の整備をした後、町道認定をする方向でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  これは確認だけです。先ほど答弁で、一定の基準を持ちという

ことをおっしゃったと思うんですが、一定の基準とは一体どんなものなのか、そこを答弁

していただきたいと思います。 

○議長（永友 良和）  建設管理課長。 

○建設管理課長（惠利 弘一君）  代表的なもので申しますと、道路幅が４メートル以上、

それから、当然アスファルト舗装が施してある、それから排水溝の整備がしてある等でご

ざいます。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  やはり、私が一番気になるのは、町民の人たちがこれを周知さ

れているのかどうかということが一番気になるんです。特別、高鍋は狭い道路がすごく多

いんです。改善するわけにもいかない、そして、住民の皆さんから言うと、例えば移転補

償費をいただいて拡幅してほしいという方向を持っていらっしゃると思うんです。例えば、

５０メーター道路を拡幅しようと思ったら、そのうちの１０軒あるうちに７軒までは賛成
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をしていると、しかし３軒の方が寄附採納などを拒まれている状況の中とかがあると思う

んです。さまざまな状況があると思うんです。でも、災害のことを考えたときには、やは

り、そこの幅員を広くしたほうが、より安全な対策が講じられるんじゃないかなというふ

うに思うんです。そういう場合、例えば、１０軒いらっしゃる間、７割が賛成したとして、

それはどのように取り扱いをされるのかそこのところまで、ちょっと細かいですけど聞い

ておきたいなと思います。 

○議長（永友 良和）  しばらく休憩します。 

午前11時20分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時22分再開 

○議長（永友 良和）  再開いたします。 

 建設管理課長。 

○建設管理課長（惠利 弘一君）  先ほどの一部の方が無償譲渡でそのほかの方が違う場合

ということでございますが、一般的には、事例がございますけれども、この路線について

は全て寄附をするから整備をしてくれないかという話はございます。実際、そういう事例

もございますが、一部は賛成で一部は反対ですけれども、どうですかというのはなかなか

ございませんで、先ほど言ったように、一部の方が寄附してもいいですということになれ

ば、そのほかの方については、整備するのが妥当と考えれば、所有者の方と協議して進め

ていきたいと考えております。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第７号高鍋町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める

条例の制定について質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  推進委員の定数があるんですけれども、１人当たりの農地面積

についてはどのくらいとなるのか、また、仕事の内容はどのようなものになるのかお伺い

します。 

○議長（永友 良和）  農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長（鳥井 和昭君）  お答えいたします。 

 農地利用最適化推進委員１人が担当する区域の農地面積は、２３０ヘクタール程度でご

ざいます。 

 また、仕事の内容につきましては、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発

生防止・解消、新規参入の促進等が主な業務となっております。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  そしたら、推進委員と農業委員さんの違い、そこのところはど
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のようになるのかお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長（鳥井 和昭君）  農業委員と農地利用最適化推進委員の違いでござ

いますけれども、大きな違いは、農業委員につきましては総会等で議決権を持っておりま

す。最適化推進委員には議決権がございません。そこが大きな違いでございまして、先ほ

ど申し上げました業務につきましては、現在、農業委員がやっている業務でございますけ

れども、新体制に移りましてからは、農業委員、最適化推進委員、協同で農地利用の最適

化等に邁進してまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  それでは、決定権者と申請権者というか、それというふうな形

と考えればよろしいんですか。例えば、農地利用の最適化ということでここをこうやって

こうしたいんだけどと、誰もしている人がいないからＡとＢの土地を一緒にして誰かが譲

り受けるんだけどっていって言うのは推進委員、そして、決定するのは農業委員さんとい

う形でいいんでしょうか。例えば、農業委員が、今までは農業委員さんがほとんど農地利

用についてのいろんな把握もされていたと思うんです。ヘクタールは倍だったのかな、多

分、今度は定数そのものが推進委員さんと農業委員さんと合わせたら倍になるわけですか

ら、基本的には、農業委員さんは決定するだけのものなのか、それともそういうことには

携わらないのかということだけ、ちょっとそこ、私の言い方わかります。要するに、農業

委員さんが実績に携わるのか携わらないのかっていうところを、ちょっとお聞きしたいな

と思うんですが。そこの区分をはっきりしておかないと、やはり、今までは農業委員さん

がしていたことをしなくてもいいのかということも一つあるんです。そこのところをお伺

いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長（鳥井 和昭君）  農業委員と農地利用最適化推進委員と７名、７名

でございますけれども、高鍋町を７地区に分割いたしまして、農地利用最適化推進委員、

農業委員、２人１組で現場活動をやっていただこうと考えているところでございます。 

 現場につきましても、農業委員、農地利用最適化推進委員も調整役として入ります。貸

す、貸さないという部分の、言いますと基盤強化法での賃貸借契約利用権設定等の移動に

つきましての採決をするのが農業委員という形になります。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第８号高鍋町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員への農地利用最

適化交付金の支給に関する条例の制定について質疑を行います。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、議案第９号西都児湯消費生活相談センターの組織及び運営等に関する条例の制定

について質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  説明でもありましが、もっと消費者の皆さんが生活しやすいよ

うな状況をつくるということだったんですが、恐らく西都児湯の範囲での消費相談が、消

費生活相談が少ないと判断して広域化を進められているのであると考えるんですけれども、

現在、総務課などで行っている相談及び滋賀県野州町では、悪質な業者について情報、国

の機関とタイアップして共有することで、詐欺などの行為を未然に防ぐ防止策を行ってい

るということなんですが、西都児湯管内となると情報について行き届かない場合もあるか

とは思いますが、どのような対策を講じるおつもりなのか、また、弁護士などの相談日を

設けて、住民が悪質な詐欺行為に出会うことがないようにする方策も検討する必要がある

と考えますが、その対策については今から話し合いが行われるのかどうかお伺いします。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（森  弘道君）  国においてはですけど、どこに住んでいても質の高い相談、

救済を受けられ、安全安心が確保される地域体制を全国的に整備するということで、これ

が政策目標に掲げられておりまして、平成２９年度までに新たに消費生活相談員を配置す

る事業については、交付金による財政支援を行うということになっております。 

 県ではこのような国の動向を受けまして、県内の相談体制の整備強化を掲げまして、県

内７地域で消費生活相談窓口の共同化の協議を進めております。 

 西都児湯地域、西都、高鍋、新富、西米良、木城、川南、都農ということになりますが、

におきましても、今回、西都児湯消費生活相談連絡会議を平成２８年１月４日に設置いた

しまして、この生活相談窓口の共同化の協議を進めてまいりまして、平成２９年４月に消

費生活相談員２名を共同で設置して、今回の西都児湯消費生活相談センターを開設する運

びとなったところでございます。 

 センターでは、消費生活相談員によりまして、関係市町村の巡回相談を月１回実施しま

して、情報の共有化を図ることとしております。 

 今後につきましてですが、相談体制のさらなる充実を図るために、毎年、協議する場を

設けまして、西都児湯地域の住民を対象とした弁護士による無料法律相談など、いろいろ

な方策を、今後検討していくということで進めることとしております。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  この設置案が提案されるまでの間に１年８カ月ぐらい協議され

てきているんだと思うんです。その中で、やはり、先ほど私が申し上げたような内容を、

ひょっとしたら協議されているのかなと、先ほども言いましたけど、滋賀県の野州町では

いかんということで、悪質な業者については情報をいただいて、このようなところから、

例えばＡという業者があったとします。このＡという業者から電話がなかったかとか、そ
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ういうことも含めて、やはり、地域に周知を図ることで事前に悪質な人たちをちゃんと表

記することによって、その人たちから電話なりがあって詐欺行為が行われないようにする

ために、そういう情報を共有したということが報道されていたわけです。インターネット

でも見た限りでは、私、野州町に直接問い合わせたわけではございませんので、インター

ネットで見た情報だけですので、私も何とも言えないんですが、前にも消費生活の問題に

ついて質疑をしたことがあるんですが、高鍋町ではいないのかということを聞いたんです

けど、例えば私なんかが生活相談を受けるときに、こういう人から電話があってこうだっ

たとかいうことがあると、こういう人から電話があったんだけどどうしたらいいんだろう

かという相談なんかがあるんです。やはり、それが役場じゃなくて議員に相談があるとい

うこと事態が、私は、そこはもっと進めてほしいなと、だから啓発活動も含めてしっかり

していかないと、本来なら私たちが見えないところでそういう悪質な業者による詐欺行為

が行われて、ひょっとしたら住民が被害に遭っているかもしれないという実態が後になっ

てわかるということになったら、非常によくない傾向じゃないかなというふうに思ったん

です。だから、私は平成２８年４月から協議会を行ったということなんですが、そこのと

ころで自治体の管理者というのは、こういうのを広域化にしようかっていうことであれば、

やはり、そこが当然、話し合われてしかるべきじゃなかったかなと思うんですけど、その

ことについての答弁はなかったから、私は何の話し合いをしたんだろう、では、もうこれ

は情報開示で、どんな協議会を行ってどうしたのかっていう情報開示をしていただいて会

議録をとらんといかんなと、今、思った次第なんですが、やはり、危機感を持って住民の

安全、そういう被害に遭わないための事業っていうのを行わないと、広域化するだけでは、

逆に言えば広域化して漠然とした形でのわかりにくい形になってしまうと、ここは非常に

住民の安全安心が構築できないんじゃないかなと思うんですが、平成２８年４月の協議会

からこっち、どのような話し合いが行われたのか、最後の部分にだけ答えていただきたい

と思います。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（森  弘道君）  今の議員がおっしゃったことと全く逆です。相談がなかった

わけでもございませんし、今まで役場等に各町、相談が寄せられてもそれに対応できる人

がいないと、だから共同で相談員を設置して共同で対応するということです。ですから、

逆に、最初、質問で相談が少ないからみんなでつくるんでしょということであれば、少な

ければつくる必要もございませんで、逆に、こちらで対応できなくて県の消費生活相談セ

ンターに持ち込まれる事案が多いので、西都児湯で各町にそれぞれ巡回相談もしまして、

そういうのを未然に防ぐということでございますので、１年間何もせんかったとかそうい

うのとは逆に、そういうのを未然に防ぐための方策がこの方策だということで共同設置と

いうことになったということですので、そこのところは間違いのないと言うと失礼ですけ

ど、逆だと判断いたします。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 
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○１２番（中村 末子君）  私が大きな誤解をしていたということで言いたいんだろうと思

うんですが、私がちょっと気になるのは、平成２８年４月から協議会を行って２名を配置

してみようということで２名配置されたわけですよね。それの効果はどうだったのか、で

は、そこのとことはどういうふうになってきたのか、そこだけお答え願いたいと思います。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（森  弘道君）  議案を見ていただきたいんですが、２９年、ことしの４月か

ら開設です。ですから、まだ正式な相談員もいらっしゃいません。これは国の資格職です

ので、それを取っていただいた方を２名配置するということでございますので、周知とか

そういうことについても、まだここで条例設置の提案も申し上げておりますので、その条

例の設置の議案も可決できない、さっきからこういう部分について各庁で周知するとか広

報するということについては、これは逆に言うとできませんので、４月以降にこういう部

分について周知していくということでございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第１０号高鍋町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正について質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  新たに加わる者の報酬規定の決め方、この積算根拠というのは

どうなっているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（森  弘道君）  今回、新たに加わる者ということでお二人いらっしゃるんで

すが、まず、先ほど提案を申し上げました西都児湯消費生活相談センターの消費生活相談

員につきましては、業務上、高い専門性が求められまして、有資格者が少なくて人員確保

が難しい専門職であるということから、うちの条例で言います資格職である看護師等と同

額としたものでございます。 

 また、農地利用最適化推進委員につきましては、農業委員会等に関する法律の改正によ

りまして、同委員の設置が義務づけられております関係もありまして、業務量等から農業

委員会委員と同額とするものでございます。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  先ほどから消費生活相談員というのは有資格者と言われたんで

すが、有資格者がどのような資格を有していなければならないのかということがまず１つ。

もう１つは、その有資格者が西都児湯管内とか県内とか、そういうところにいらっしゃる

のかどうか。例えば、絶対違うところから連れて来るということになると、これぐらいの

費用では済まないだろうと思うんです。だから、そういうことを考えたときに、正直な話

して、看護師にしてもなかなかこの金額ではいらっしゃらないというのが現状なわけです。

だから、状況的に、本当に専門性があって有資格を持っていらっしゃる方であれば、今ま
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での規定どおり、例えば看護師と同じように金額を設定するということなんですが、これ

は、やはり、もし有資格者がいらっしゃらないとなると、今度はまた有資格者に準ずると

かいう形になってきたりすると非常にまずいなというふうに思うんです。では、一体どう

いう資格を有している方なのかという説明をお願いしたいということと、その有資格者が

西都児湯管内にどれぐらいいらっしゃるのか、それは把握していらっしゃるのかどうかお

伺いしたいと思います。そうでないと、またこれが可決されれば４月から２名は来ていた

だかないといけないという状況になると思うんです。だから、事前にある程度、目星はつ

けていらっしゃるんじゃないかなというふうに思うんですがいかがでしょうか。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（森  弘道君）  資格につきましては消費生活相談員という資格だと思ってお

りますが、内容等につきましては国のほうで統一した試験等がございまして、それの認定

を受けられた方ということで、先ほどの質問とかぶるんですが、そのために、２９年４月

に向けて相談員２名についてはそういう資格を取っていただくように、研修等も含めてし

ていただいております。その協議会のほうでそういう手当てをするということで、その

２名について確保が済んでおりまして、今現在、県の消費生活相談のほうで実務研修等も

していただいております。 

 金額につきましては、それぞれ県内の状況、同額となっていないんですが、このセン

ターを高鍋町に設置するということで、それを高鍋町の特別職の中でそれに見合う職につ

いて同等職ということで、うちの看護師等と同額という説明を申し上げたのはそういうと

ころで、うちの役場の中に相談員として常駐していただくことになりますので、そこで余

りにも差があってもいけないしということで、金額等については協議会の中でみんなで相

談し合った結果の金額ということになっております。資格職の方です。４月から来られる

予定の方は、資格を持っておられます。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  多分、確保できているというふうに私は、今の答弁を聞いたら

理解できるんですが、例えば、これが宮崎市の範囲内で同じ資格を有しているひとがもっ

と違った金額であれば、やはり、そちらのほうに行きたいと思うのは、これは人間のごく

自然の当たり前のことであって、延岡のほうがよければ延岡のほうに行きたいと思うのは、

これも人間の自然の摂理だと思うんです。だから、県内でこの資格を有している人が、高

鍋町の範囲では確かにこれしかなかったけれども、県内でこの資格を有している人が来ら

れる場合、基本的には西都児湯で採用するということになるわけですから、だから、そこ

は高鍋町の基準に合致してということを言われましたけれども、確かに専門性を持ってい

る状況だと思うんですけど、例えば宮崎あたりと県内で遜色がないのかどうか、ほかのと

ころはどういうふうに調査をされているのかお伺いをしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（森  弘道君）  先ほども申し上げましたとおり、県内７ブロックでというこ
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とで、それぞれブロックの状況等も違いますので、金額については一緒ではございません

とお答えしたとおりです。 

 うちの役場の中に設置するということで準備を進めておりまして、その方についても

４月から開設と同時に常駐していただくということで進めております。 

 金額等について高いところにということでいろいろあろうかと思いますが、高いに越し

たことはございませんが、さっきから申し上げますとおり、高鍋町の特別職という位置づ

けで、今回、設置していくということなので、金額についても高すぎてもあれですし安す

ぎてもということで、資格職ということで、うちの条例上でいくとこの金額かなというこ

とで、ほかの関係町村、了解をとったというところでございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第１１号高鍋町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について質疑を行

います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  従前と違うのはどこであるかということです。また、そのこと

で職員は働きやすくなるのかどうかお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（森  弘道君）  従前との違いにつきましてということですが、育児休業の対

象となる子の範囲については、既に養子縁組が成立している子のみならず、将来、成立す

るであろう特別養子縁組の監護期間中の子及び養子縁組里親に委託されている子等まで、

今回、対象となるということでございます。 

 なお、本町におきましては、過去にそういう養子縁組の子の育児休業取得の例はござい

ませんけども、権利の拡大ということになりますので、働きやすさについては少なからず

寄与することはできるというふうに思っております。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  ちょっと今、答弁の中で気になったところなんですが、里親と

いう答弁があったと思うんですが、例えば、今、職員の中でそういう里親という制度でこ

れをしていらっしゃる方、職員数はわかりませんか。それは答弁されただけであるだろう

と思うんですが、今のところ、私は、対象の中で言葉だけであるのかなと思ったり、関係

する法律の中でこれも多分ありましたので、それだけで答弁されたのかなというふうに思

うんですが、そこのところはどうなんでしょうか、お伺いします。確認だけです。わかり

ませんならわかりませんで。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（森  弘道君）  これは個人情報に関することでございまして、全く把握でき

てないというか、把握しておりません。 

○議長（永友 良和）  よろしいですか。 
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○１２番（中村 末子君）  はい、いいです。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第１２号職員の勤務時間及び休日休暇に関する条例の一部改正について質疑

を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、議案第１３号高鍋町個人情報保護条例の一部改正について質疑を行います。質疑

はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  現在より厳しくなるのかなと、ちょっと気になるんですが確認

したいと思います。 

 お年寄りの方などは個人番号とは無縁と思われても、年金などを含むさまざまな状況下

で必要とされる場合があるのかどうかだけ、ちょっと確認をさせていただきたいと思いま

す。 

○議長（永友 良和）  政策推進課長。 

○政策推進課長（三嶋 俊宏君）  今回の改正は、条例中「個人情報」という用語の定義を

改めるのみでありまして、個人情報の取り扱いがより厳格になるといったことはございま

せん。 

 また、マイナンバー制度につきましては、この制度が広く住民の生活にかかわっている

ことや、法律により利用が義務化されている事務もあることから、年齢、性別にかかわら

ず、お年寄りにかかわらず、今後、利用される機会はさらにふえていくものと考えており

ます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第１４号高鍋町特定個人情報保護条例の一部改正について質疑を行います。

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、議案第１５号高鍋町税条例等の一部改正について質疑を行います。質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、議案第１６号高鍋町介護保険条例の一部改正について質疑を行います。質疑はあ

りませんか。１２番、中村末子議員。 
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○１２番（中村 末子君）  新たな区分を設けることによって、住民にとってはどのような

利点があるのかどうかお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  今回の改正による利点についてでございますが、土地の

売却等には、災害や土地収用等を含む本人の責めに帰さない理由もあることから、保険料

段階の判定に当たって、合計所得金額から長期譲渡所得、または短期譲渡所得に係る額を

控除するものでございます。 

 土地等を譲渡された場合に、譲渡した年の翌年の所得が急増し、介護保険料が高額にな

ることを避けることができるものと考えております。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  これはあくまでも土地の売却に関して、災害などがあった場合

というふうに、だから負荷されているんですか。もし、それであれば次の年はどうしても

税金がふえているから、全体にそういうことは関係なく土地を売却したら、後の次の年は

収入が多くなるから必ず高くなりますわ。だから、そういうことは関係ないんですか。災

害等だけに限られるのか、国が認めたもの、それだけに係るのか、そこだけ、ちょっとも

う一度再確認をさせていただきたいと思います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  今、例示で災害等ということで御説明を申し上げました

が、具体的には収用交換のため土地等を譲渡した場合、あるいは特定土地区画整理事業や

被災地の防災集団移転等に係るため土地等を譲渡した場合、特定住宅地造成事業のため土

地等を譲渡した場合、農地保有の合理化等のため土地等を売却した場合、居住財産等を譲

渡した場合等が上げられております。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第１７号平成２９年度高鍋町一般会計予算について質疑を行います。質疑は

ありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  これも多岐にわたっておりますので、ゆっくり読ませていただ

きたいと思います。 

 わずかではあるんですけれども町民税、固定資産税とも昨年度比較で伸びているんです

が、その積算根拠は何でしょうか。 

 地方消費税交付金に関しては、わずかですが減少と見られているようですが、その根拠

は何なのか。 

 受動喫煙など喫煙に関しては、あらゆる場所での喫煙が、今回、法令で禁止となります

けれども、それでもわずかの減少で予算化した理由は何なのかお伺いしたいと思います。 

 地方債利息に関しては、現在はどのようになっているのか。昨年、共産党で政府交渉を
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行った際、利率の高いものに関しては、現在の金利政策から見て借り換えを求めましたけ

れども、原資となる基金が平成９年度で１７.５兆円あったものが、現在１兆円を切って

いる状況であり、借り換えは難しい状況にあるとのことでしたが、国があてにできないの

であれば、民間と協議して借り換えができないのか、法的にはどうなのかをお伺いしたい

と思います。 

 ふるさと納税寄附金を５億円以上と見積もっているが、これは前町長のときの骨格予算

でありますが、クリアできると確信を持っているのか、その根拠を示していただきたいと

思います。 

 歳出に特化して、骨格であっても組まなければならない予算について説明を求めたいと

思います。 

 昨年度は計上されていないが、新たに職員駐車場整備、消費者行政推進交付金、これは

先ほど説明がありました、電算クラウド環境構築、障がい者防災減災対策、子ども家庭支

援センター委託、地域資源付加価値向上事業委託、古文書複製品作成、地震ハザードマッ

プなどゼロから予算化、また、街路灯などは整備計画などでわかっておりますけれども、

これについてはお答えがなくても結構でございます。 

 臨時福祉給付金など大幅に伸びている分について、その理由の説明を求めたいと思いま

す。 

 詳細については常任委員会での審査があるため、基本的な答弁をお願いしたいと思いま

す。 

 昨年より大きい金額があります。訓練等給付費、一時預かり、多面的機能支払い交付金、

社会資本整備総合交付金などがありますが、そこのところについてもお答えができるので

あればお答えしていただきたいと思います。 

○議長（永友 良和）  税務課長。 

○税務課長（川野 和成君）  税務課関係分についてお答えいたします。 

 歳入のうち町税につきましては、町民税が１.７％、固定資産税が１.８％の増を見込ん

だところでございます。 

 積算の根拠といたしましては、町民税の個人は、平成２８年１１月時点の調定額及び納

税義務者数をもとに、過去３カ年の総所得との伸び率と収納率を乗じて積算いたしました。 

 同じく町民税の法人は、平成２７年度の調定額をもとに、過去３カ年の収納率を乗じて

積算をしたところでございます。 

 次に、固定資産税につきましては、平成２８年１１月時点の調定額をもとに、土地につ

いては地価の下落による減少、それから家屋については新築家屋等の建築による増加、償

却資産については減伽償却による減少を勘案して積算したものでございます。 

 次に、たばこ税につきましては、たばこの売り上げ本数は、禁煙者の影響もあり年々減

少傾向にはありますが、大幅な減少には至っておりません。そこで、平成２９年度の当初

予算の算出に当たっては、過去３年の減少率をもとに積算したものでございます。 
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 以上です。 

○議長（永友 良和）  政策推進課長。 

○政策推進課長（三嶋 俊宏君）  政策推進課関係の御質疑についてお答えいたします。 

 地方消費税交付金の減少に関する御質疑でございますが、地方消費税交付金につきまし

ては、先の補正予算において減額しましたとおり、平成２８年度実績は平成２７年度決算

より落ち込む見込みでございます。また、１月に総務省が示している平成２９年度の地方

財政の見通しにおきましても、減額がみこまれております。こうした国の見通しと本町の

交付実績を踏まえて、減額計上したものでございます。 

 次に、地方債の利息に関しての御質疑でございますが、利率が５％を超える地方債につ

きましては、平成１９年度から平成２１年度にかけて実施された、公的資金補償金免除繰

り上げ償還により借り換えられております。 

 また、民間資金を活用した借り換えについてでございますが、総務相通知「公的資金の

借り換えに伴う地方債措置について」というのがありますが、それにおきまして、民間資

金を活用し、借換債を発行する制度がございます。しかしながら、借り換えするには貸付

元が繰り上げ償還によって生じる損失分を補填するため、補償金を支払うことが前提とな

ります。補償金免除等の支援措置がなければ、財政負担軽減のメリットはそう大きくない

と思われますので、現時点ではこの制度を活用した借り換えについては考えておりません。 

 次に、ふるさと納税寄附分に関する御質疑でございますが、今回、計上しました積算と

いたしましては、前年の申し込み状況を参考に、１月から１０月までの平常月を月

２,５００万円と見込み、繁忙期の１１月と１２月で３億円と見込みまして、年間寄附を

５億５,０００万円として計上したところでございます。 

 ３月６日時点の寄附申し込み額が５億円を超えておりまして、楽天ふるさと納税を開始

した約半年間で達成しておりますので、引き続き寄附者のニーズを捉えた返礼品の拡充及

び本町の魅力のＰＲなど情報発信に努め、より多くの寄附を募ってまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、骨格予算における新規事業に関する御質疑でございますが、今回、計上しました

新規事業につきましては、国の施策によるもの、国県補助事業の申請手続きや事業執行上

やむを得ないもの、事務事業の実施に当たり肉付予算では間に合わないため、当初予算に

計上して実施しなければならないものなどでございます。 

 また、臨時福祉給付金が大幅に伸びている理由につきましては、給付額が３,０００円

から１万５,０００円に増額されることによるものでございます。 

 次に、昨年より増額になっている事業についてでございますが、今回、増額された事業

につきましては、前年実績及び事業計画により対象事業費が増加したものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  個別には、先ほども言いましたけど、各常任委員会でしますけ
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ど、例えば、職員駐車場の整備、これは基金とあわせて考えたときに、今年度までの収入

によって計画されたのかなと、そういうふうに私は理解したんですが、私の理解が間違っ

ていれば間違っていると言っていただきたいと思いますが、これから先、６月には補正も

あるわけです。だから、それに向けて、先ほどの説明によってある程度わかったんですが、

そこのところだけちょっと答えていただけないかなと思います。 

 それから、先ほど地方債の借り換えについては、補償金の免除措置がなければなかなか

難しいということでしたので、私もあわせてこれを国には要求していきたいなというふう

に思います。今、一時借り入れを含めて、利息というのは大体どれぐらいを推移している

のかなと思って、パーセンテージだけ教えていただければと思いますが、よろしくお願い

します。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（森  弘道君）  まず、職員駐車場の整備でございますが、職員の施設協力金

で給付しておりますが、その金額とその積立金のほうで財源措置ができたため、当初予算

のほうに計上させていただいたというところでございます。 

○議長（永友 良和）  政策推進課長。 

○政策推進課長（三嶋 俊宏君）  記載の利率でございますけど、今１％を割っておりまし

て、０.何パーセントというところでございます。よろしいでしょうか。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。５番、津曲牧子議員。 

○５番（津曲 牧子君）  一般会計当初予算の概要の２ページです。消防費の地震ハザード

マップ作成事業について伺います。 

 東日本大震災発生から６年が過ぎようとしています。津波避難タワーの建設事業も進ん

できているところですが、消防費の災害対策費はかなり増額されています。その中にハ

ザードマップ作成事業が予算計上されていますが、現在、保存版のハザードマップが全戸

配付され、各家庭で利用されているところです。予算の上がっているマップはどのような

もので、また、配布の時期はいつなのでしょうか、伺います。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（森  弘道君）  地震ハザードマップの件でよろしいですか。 

 震度マップと住宅被害マップという２つで構成されておりまして、地震によって建物が

どの程度の被害を受けるのかというようなところをイメージしてもらうということで、住

宅所有者の防災意識の高揚を図り、もって、本町における住宅の耐震化を効果的に推進す

るということで目的としているところでございまして、今回、津波避難タワーの整備も行

っていきますが、そういう事業の一環といたしまして、社会資本整備総合交付金、この資

金を活用いたしまして、当初予算のほうに計上させていただいたというところでございま

す。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 ここでしばらく休憩いたします。午後１時１０分より再開いたします。 

午後０時03分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時10分再開 

○議長（永友 良和）  再開いたします。 

 次に、議案第１８号平成２９年度高鍋町国民健康保険特別会計予算について質疑を行い

ます。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  医療費の伸びは何パーセントで計算しているのか、また、基金

残高繰越金残から見て、国民健康保険税がどれぐらいになるのか心配しています。 

 また、新薬認可があり、高い治療費となることが予想されるが、その問題はどう捉えて

おられるのかお伺いします。 

 特定健診受診者であれば、早期に発見、早期に治療して医療費削減ができると考えます

が、ことしの目標として、予防を含め啓発活動計画概要を示していただきたいと、保健師

派遣効果はどのような算定をしておられるのか。滞納傾向はどうなっているのか、収納率

についてこれ以上はできないのか、その原因は探っていくのかどうするのかお伺いします。 

 来年度から県に統一となりますが、国保税を始め、お医者さんが多い医療地域といない

地域との格差についての考え方は示されているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  医療費の伸びについてでございますが、一般被保険者に

つきましては新薬の影響等も勘案しつつ、実績の見込み額から４％の増、退職被保険者に

つきましては２０％の減と見込んでおります。 

 次に、予防を含めました啓発のことしの計画でございますが、未受診者や未治療者等の

訪問による受診勧奨事業や、国の交付金を活用いたしました特定健診受診勧奨事業等に取

り組み、疾病の早期発見、早期治療、重症化予防につなげてまいりたいと考えております。 

 保健師を配置したことによる効果でございますが、重複頻回受診者への個別の訪問を行

うことで、個々の問題の把握と行動変容への支援に努めているところでございます。 

 また、特定健診の結果説明につきましては、従来は集団による説明会を実施しておりま

したが、個別に結果内容の説明を行うことで、より細かな対応ができているものと考えて

おります。 

 次に、広域化に伴う医療格差についての考え方でございますが、保険税率等を算定のた

めに用いられる指標としまして、現段階で示されておりますのは、被保険者数、所得水準

及び医療費水準等でございますので、医療機関の地域格差については示されていないとこ

ろでございます。 

○議長（永友 良和）  税務課長。 

○税務課長（川野 和成君）  国民健康保険税の滞納傾向につきましては、滞納者数で申し
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上げますと、平成２５年を基準としまして年々、減少しております。あわせて、滞納繰越

額も年々、減少しております。 

 国民健康保険税の近年の収納率は９５％を超えており、２９年度においても９５％以上

を達成する見込みで積算をしております。 

 また、滞納の原因はこれまでと同様、調査してまいりたいと考えております。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  国民健康保険税がこの予算で決まるわけではありませんので、

国民健康保険税の予想については多分ないと思うんですが、問題は基金とか繰越金、当初

でこれをどのように活用して、だから、健康保険税を、例えば昨年度と同様化それ以下に

しようかとかいうことについては話し合いをされてきたのかどうか。町長になられてすぐ

ですので、その辺の方針がちょっとわかりませんけれど、方向性をどういうふうに思って

いらっしゃるのかということだけお聞きしたいと思います。それでないと、例えば５月ぐ

らいの補正でどうしていきたいのかということがはっきりすると思いますので、方向性が

出てくるんじゃないかなと、そのときは保険税が示されるんじゃないかなと思うんですが、

方向性としてどうなのかということだけお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  今後の国民健康保険税についてということでございます

が、２８年度につきまして１万円程度の保険税の引き下げを行っております。県内順位と

しては、今２６市町村中２２位ということで低い段階にあります。 

 前回の議会でもお示しさせていただいていますとおり、被保険者にとって、毎年国民健

康保険税が大きく上がったり下がったりすることについては好ましくないということで考

えておりますこの考え方を基本に基金の投入、あるいは繰越金の投入を勘案しながら、平

成２９年度の保険税について検討してまいりたいと考えております。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第１９号平成２９年度高鍋町後期高齢者医療特別会計予算について質疑を行

います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  高齢者が多くなり、ますます疾病の可能性が大きく、元気で長

生きといってもかかりつけ医なども、自宅での診療となる可能性がふえてくると思います

が、訪問診療をしていただけるお医者さん確保はできているのかどうかお伺いしたいと思

います。例えば、高鍋はお医者さん件数も多く問題はないと考えますが、訪問診療でも現

代は内臓疾患を見られるような回線を利用した診断方法もあるようですが、訪問診療のお

医者さんと提携している大きな病院はあるのかどうかお伺いします。 

 温泉利用券については、予防事業などとしての効果について、連合会での判断はどうな

っているのかお伺いします。 
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 連合会の中で、医療費の伸びとしてどのような捉えとなっているのかお伺いします。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  訪問診療についてでございますが、訪問診療につきまし

ては、個々の患者さんと医療機関の関係の中においては実施をされている医療機関もある

ということで認識はしておりますが、町といたしまして訪問診療をしていただける医師の

確保をするという取り組みについては行っておりません。また、大病院との連携をしてい

る医療機関についても把握はしていないところでございます。 

 次に、温泉の無料保養券についてでございますが、広域連合の幹事会資料等では、予防

事業としての効果の有無についての特段の言及はございませんが、来年度におきましても

長寿・健康増進事業として補助対象としていただける予定でございます。 

 次に、医療費の伸びについてでございますが、高鍋町の１人当たり医療費で申し上げま

すと、平成２７年度は８７万２,３４３円で、前年度比０.７％の減、制度施行の平成

２０年度と比較しますと１２万５,６５０円、１６.８％の伸びとなっているところでござ

います。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  もう１つだけ、温泉利用券についてお伺いしましたけど、予防

事業としてほかにどんな事業が考えられるのか、高鍋町は温泉券利用に特化しております

が、ほかのところで、例えば予防事業などで取り組んでいるところがもしあるとしたら、

そういうところを聞いておられるのか、高鍋は、ほかにはどういう予防医療としてするこ

とができるのか、そのことをお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  このほかにはり、きゅう、あんま、マッサージの助成を

行っております。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第２０号平成２９年度高鍋町下水道事業特別会計予算について質疑を行いま

す。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  浄化センター改修についての計画概要はどうなっているのかお

伺いしたいと思います。これは、１２月補正予算でも聞いたんですが、修繕費などが大き

くなると、全体整備計画について財政計画をしなければならないと考えるんですが、長寿

命化計画について国の予算配分はないと聞いてはおりますが、ないのかどうか確認をした

いと思います。 

 施設管理費、公共下水道費が伸びる予算編成でありますが、工事費が特に大きくないが

どこで伸びているのか、更新工事も社会資本整備事業で６割しか使わなかったと、先ほど

答弁があったと思うんですが、やはり、残りも整備計画にずっとおくれを生じている部分
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がありますので、そこのところをどういうふうに考えていらっしゃるのかお伺いしたいと

思います。 

○議長（永友 良和）  上下水道課長。 

○上下水道課長（吉田 聖彦君）  浄化センターの修繕につきましては、急を要する部分に

つきましては、１２月の補正で計上せさていただいたところでございますが、２９年度に

つきましては、長寿命化計画の補助事業で改修できない部分を修繕費として計上している

ところでございます。 

 次に、施設管理費公共下水道費の事業費が１２.７％の伸びになっておりますけど、こ

れは、浄化センター更新工事を２カ年で計画しております。２８年度の委託料の国費が要

望額の６割であったんですが、その残額もあわせて２９年度には全て終了するために計上

しているものでございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第２１号平成２９年度高鍋町介護認定審査会特別会計予算について質疑を行

います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  お医者さんを増加されたんですが、その分の費用については少

ないと思いますがどうなんでしょうか、お伺いします。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  高鍋・新富・木城介護認定審査会共同設置の規約のほう

を、前回、改正をさせていただきまして、委員の定数をふやしたところでございますが、

１回の審査会に出席していただく委員の人数については変更がございません。審査会の回

数が曜日の関係で２回ふえたことに伴う費用の増額でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第２２号平成２９年度高鍋町介護保険特別会計予算について質疑を行います。

質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  毎年お伺いしているんですが、高齢化社会というより高齢化率

が高くなり、包括支援センターの役割はなくてはならない状況ですが、あり方についての

計画概要というのはどうなっているんでしょうか。 

 また、私の日南に住む兄夫婦の問題なんですが、不自由な暮らしをしていましたが、介

護士の資格を持つ娘が東京からＵターンして、介護保険を使い自宅をバリアフリーと合併

浄化槽へと改修を行い、大変、喜んでいます。高鍋では、知らずに不自由な生活を余儀な

くされている方もおられるのではないかと心配していますが、居宅介護者への支援対策啓

発活動はどうしているのかお伺いしたいと思います。特老などへ入所したいと希望してい
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てもあきがないとか、有料老人ホームでは高くて手が出ない、軽費老人ホームでは身体機

能がよくないとなど、入りたくても入れない、一人暮らしでは心配など、現在はどうにか

暮らせているが、と言われる方のよりどころであるサロン的な集まりを、地域でもする活

動が支援できているのかどうかお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  地域包括支援センターについてでございますが、地域包

括支援センターは、高齢者の総合相談の支援、権利の擁護、包括的・継続的ケアマネジメ

ント、介護予防ケアマネジメント業務などの直接高齢者に係る業務のほか、介護支援専門

員に対する支援や地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組みを行っております。 

 また、町といたしましては地域包括支援センターの運営方針を定めており、２８年度に

つきましては、地域住民や民生委員等と連携した見守り、また、早期支援の体制整備、自

立に向けた支援のためのスキル向上を重点的に行うべき事業として事業運営を行ってきた

ところでございます。 

 次に、居宅介護支援者への支援対策についてでございますが、平成２８年度から嘱託員

を配置し、高齢者宅の個別訪問を実施しております。この中で得られた情報をもとに支援

につながったケースもございます。 

 このほか、居宅介護支援の最初の相談窓口として、まずは、高鍋町地域包括支援セン

ターに御相談くださいということをさらに町民に認識していただけるよう、啓発活動を継

続してまいりたいと考えているところでございます。 

 次に、サロンでございますが、地域での集いの場に対する支援でございますが、現在、

いきいき百歳体操を核とした住民主体の介護予防の場の創出に取り組んでおります。現在

３地区で実施をしておりまして、４月からは新たに１地区で実施をする予定でございます。 

 歩いて行けるところに通いの場を創出することを目的としておりますので、まずは月

１回の地域の集いの場づくりを支援する目的で、現行のなじみの会を見直して実施をする

とともに、既に定期的な活動をしておられます地域についても、継続して支援をしてまい

りたいと考えております。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １点だけ、前のときもちょっと申し上げたんですが、先ほど答

弁でいきいき健康体操など、新たに１地区ふえるということでした。ということであれば、

このいきいき健康体操をすることによって、やはり、身体能力が高まってくるということ

は、これは理解されているし、皆もいきいき健康体操をしてきている人たちは、最後には

かっているから理解できているんです。だから、このことが全地域、要するに８４の自治

公民館に全て浸透していくということになれば、超高齢化社会を迎えたにしてもかなり元

気で頑張れるんじゃないかなというふうに思うんです。これを全地域に支援をするという

体制は非常に難しいのではないかとは考えるんですが、例えば、いきいき健康体操を始め

るに当たって、地域への支援、何らかの予算化をしていく必要があるんじゃないかなと思
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うんですが、介護保険事業の中で後期高齢者と同じような、要するに温泉券の無料券では

ありませんけれど、そういうような、何か介護保険事業の中で予算化をできるような内容

というのはないのかどうかお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  しばらく休憩いたします。 

午後１時27分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時29分再開 

○議長（永友 良和）  再開いたします。 

 健康保険課長。 

○健康保険課長（徳永 惠子君）  いきいき百歳体操についてでございますが、経済的な支

援ということでございましょうが、おもりを使う体操でございますので、そのおもりのほ

うについては当町のほうで購入をいたしまして、各実施地区のほうに貸し出しをしており

ます。 

 まず、住民主体の体操ということで、住民主体で取り組んでいただくことを目標として

おります。その中で、折々につけ、理学療法士、そういった専門職を派遣して、折々の指

導をしていただくということで、費用を伴う支援をしているところでございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第２３号平成２９年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計予算について

質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  徴収嘱託員及び事務に関する職員採用についての考え方はどう

しているのかお伺いします。 

 また、メーター取り替えなどがあるようなんですが、備品を購入する際の考え方につい

てはどういうふうな積算を持っているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  産業振興課長。 

○産業振興課長（渡部 忠士君）  お答えいたします。 

 只今のお尋ね、徴収嘱託員及び事務に関する職員採用についてということですけれども、

現在の嘱託員の体制、あと、職員のそこから給与を支出しておりますので、それについて

のお尋ねであろうかと思いますので、そのことについてお答えしたいと思います。 

 嘱託員につきましては現在３名で、メーターの検針と使用料徴収と施設の管理を行って

いるところでございます。 

 事務職員給与につきましてでございますけれども、その一部を本会計から支出しており

ますけれども、本事業発足時に関係機関で構成されております連絡調整会議におきまして、

必要経費として一定月数の給与が歳出として認められております。そのため、必要経費と

して歳出として認められておりますので、現在に至るまで適切にその支出を行っていると
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ころでございます。 

 また、続きまして、今年度、メーター器の取り替えということがございますけれども、

メーター器につきましては、平成２９年度が計量法に基づきます検定満了期限となってお

ります。現在、契約件数が９８件ございます。交換するメーター器、あわせて９８個とな

りますけども、このメーター器につきましては、入札によりまして一括購入を行いまして、

適正な価格での取得を考えているところでございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第２４号平成２９年度西都児湯固定資産評価審査委員会特別会計予算につい

て質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  特に問題はないようなんですが、土地問題では評価委員会で取

り扱うような事例がないのかどうかお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（森  弘道君）  この評価委員会につきましては、固定資産台帳に登録された

価格についての不服ということで受け付けをするところでございますけど、今のところそ

ういう事例についてはございません。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第２５号平成２９年度高鍋町水道事業会計予算について質疑を行います。質

疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  給水戸数年間総配水量についての予算算定の基礎は何なのかお

伺いします。 

 国、県、町道路線改修などに伴い、工事することが費用負担から考えて望ましいと考え

ておられるんですが、緊急を要する場合に関しての対応の考え方はどうなっているのかお

伺いします。 

 漏水個所点検を行うことで利点は何かあるのか、キャッシュ・フローによる判断はどう

いうふうに見ればよいのか、高鍋町の水道課の現状及び水確保について、原水の状況はど

うなっているのかお伺いします。 

 災害時におけるライフライン確保及び水確保についての計画概要はどうなっているのか、

よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  上下水道課長。 

○上下水道課長（吉田 聖彦君）  給水戸数と年間総配水量についての算定基礎についてで

ございますが、過去５年間の傾向及び推移から算定をいたしております。 

 漏水等緊急を要する路線改修についてでございますが、漏水等の万が一に備えまして、



- 71 - 

早急に対応できるよう予算措置を行っております。 

 次に、漏水調査の利点についてでございますが、浄水場でつくられた水を無駄にするこ

となく利用者へ送ることで、有収率の向上につながるものでございます。 

 次に、キャッシュ・フローによる判断につきましては、会計期間における資金の増減、

収入と支出を業務活動、投資活動、財務活動に区分して計上をいたしております。業務活

動におきまして２億２,５００万円の増が見込まれており、期首期末におきましても

１,２００万円程度の増加があることから判断いたしまして、営業が安定しているものと

考えております。 

 次に、水道管の現状及び水確保の状況についてでございますが、計画的な水道管の布設

替え工事を行うことで、漏水事故等を未然に防ぐよう努めているところでございます。 

 災害時におけるライフラインの確保についてでございますが、水道事業におきましても

事業継続計画、ＢＣＰ及び危機管理マニュアルを策定しておりまして、万が一の災害等に

備えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 以上で総括質疑を終わります。 

 お諮りいたします。議案第６号から議案第１５号及び議案第１７号の１１件につきまし

ては、お手元に配付しました付託議案審査日程表のとおり、それぞれ所管の各常任委員会

に審査を付託することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  異議なしと認めます。したがって、議案第６号から議案第１５号及

び議案第１７号の１１件につきましては、各常任委員会に審査を付託することに決定いた

しました。 

 お諮りいたします。議案第１６号及び議案第１８号から議案第２５号までの９件につき

ましては、議長を除く１５名をもって構成する特別会計等予算及び条例審査特別委員会を

設置し、これに付託して審査することにしたいと思いますが、これに御異議ございません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  異議なしと認めます。したがって、議案第１６号及び議案第１８号

から議案第２５号までの９件につきましては、議長を除く１５名をもって構成する特別会

計等予算及び条例審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしま

した。 

 ここでしばらく休憩いたします。 

 正副委員長の互選を行いますので、議員の皆様は第３会議室にお集まりください。 
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午後１時36分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時39分再開 

○議長（永友 良和）  再開いたします。 

 先ほどの特別会計等予算及び条例審査特別委員会の設置に伴いまして、正副委員長の互

選が行われましたので、結果について御報告いたします。 

 特別会計等予算及び条例審査特別委員会委員長に青木善明議員、同副委員長に津曲牧子

議員がそれぞれ互選されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（永友 良和）  以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 これで本日は散会いたします。 

午後１時40分散会 

────────────────────────────── 

 


